
４ 子育てを応援しよう。 

 

核家族化の進行、就労形態の多様化など、子どもや子育てを取り巻く環境が

大きく変化し、子育てに対するニーズも増加・多様化しています。 

今まで子育ては、家庭の育児と行政の公的サービスが中心でしたが、もっと

地域ができることもあるのではないでしょうか。 

子どもは、社会の宝であり、一人ひとりの子どもの幸せは、市民の願いです。

家庭や地域、関係団体などが連携して、地域全体で子どもを育むしくみを築い

ていくことが大切です。地域には子育て経験のある頼れる先輩たちがたくさん

います。自分の子育てが終わった世代にも、地域で子どもを育てるんだ、とい

う意識を持ってもらうことが大切です。地域が支える子育て、地域全体で子育

てをすることで、子どもたちにも自分が生まれ育った地域への愛着が育まれて

いきます。 

【事例：地域で子育てを応援するネットワーク、交流カフェ】 

子育て支援活動を行っている団体や個人等が繋がることを目的とした「子育

てネットワーク佐倉子育て応援団」というグループがあります。市主催の「子

育てリーダー養成講座」を受講したメンバーが、子育て支援活動のネットワー

クづくりを目的として立ち上げ、現在では、毎月、「佐倉子育てカレンダー」と

いう情報紙を作成し、子育て中の親が孤立することなく、佐倉で子育てするこ

とが楽しくなることを目的に、子育て関係のイベント等を紹介しています。 

また、中志津中央商店街で開催している「任意団体NPO子どものまち」の「え

んがわカフェ」や「NPO 佐倉こどもステーション」の「中志津ステーション」

は、多世代交流広場として、乳幼児を連れた親や地域の方が、気軽に立ち寄り

お話しができるカフェです。子育て中の悩みを抱えた親同士が交流することで、

悩んでいることがスッキリしたり、地域の方と小さいこどもがふれ合うことで、

お互いが笑顔になれる場となっているとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

＜えんがわカフェの様子（中志津中央商店街）＞     ＜佐倉子育てカレンダー＞ 


